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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体の映像を出力する撮像手段と、
　前記出力を記録メディアに記録する撮影の前と当該撮影の後で夫々前記出力された映像
の合焦度を示す信号を生成する生成手段と、
　前記出力を記録メディアに記録する撮影の前に生成された信号と前記出力を記録メディ
アに記録する撮影の後に生成された信号とを比較する比較手段と、
　前記比較手段による比較結果に基づいて記録メディアに記録する映像にボケが発生した
か否かを判断する判断手段とを備え、
　前記判断手段は、前記撮影前に生成された信号と前記撮影後に生成された信号との差が
第１の閾値以上のときは、前記出力された映像にボケが発生したと判断し、前記信号の差
が前記第１の閾値より大きい第２の閾値以上のときは、ＡＦロック機能が使用されたと判
断することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記第１の閾値は、前記出力された映像にボケが発生する信号の差の下限値であり、前
記第２の閾値は、前記ＡＦロック機能が使用されたときの信号の差の下限値であり、夫々
予め設定可能であることを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記出力された映像を表示すると共に前記判断手段の判断結果を表示する表示手段をさ
らに備えることを特徴とする請求項１又は２記載の撮像装置。
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【請求項４】
　前記表示手段は、前記信号の差が前記第１の閾値以上のときは、「ＮＧ」の文字を表示
し、前記信号の差が前記第１の閾値以下のとき、又は前記信号の差が前記第１の閾値より
大きい前記第２の閾値以上のときは、「ＯＫ」の文字を表示することを特徴とする請求項
３記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記表示手段は、前記判断結果を数値化して、インジケータとして表示することを特徴
とする請求項３又は４に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記表示手段は、前記出力された映像が記録メディアに記録される前に前記判断結果を
表示することを特徴とする請求項３乃至５のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項７】
　被写体の映像を出力する撮像手段を備える撮像装置で撮像するための撮像方法において
、
　前記出力を記録メディアに記録する撮影の前と当該撮影の後で夫々前記出力された映像
の合焦度を示す信号を生成する生成ステップと、
　前記出力を記録メディアに記録する撮影の前に生成された信号と前記出力を記録メディ
アに記録する撮影の後に生成された信号とを比較する比較ステップと、
　前記比較ステップによる比較結果に基づいて記録メディアに記録する映像にボケが発生
したか否かを判断する判断ステップとを備え、
　前記判断ステップでは、前記撮影前に生成された信号と前記撮影後に生成された信号と
の差が第１の閾値以上のときは、前記出力された映像にボケが発生したと判断し、
　さらに、前記判断ステップでは、前記信号の差が前記第１の閾値より大きい第２の閾値
以上のときは、ＡＦロック機能が使用されたと判断することを特徴とする撮像方法。
【請求項８】
　被写体の映像を出力する撮像手段を備える撮像装置に撮像方法を実行させるプログラム
であって、
　前記撮像方法は、
　前記出力を記録メディアに記録する撮影の前と当該撮影の後で夫々前記出力された映像
の合焦度を示す信号を生成する生成ステップと、
　前記出力を記録メディアに記録する撮影の前に生成された信号と前記出力を記録メディ
アに記録する撮影の後に生成された信号とを比較する比較ステップと、
　前記比較ステップによる比較結果に基づいて記録メディアに記録する映像にボケが発生
したか否かを判断する判断ステップとを備え、
　前記判断ステップでは、前記撮影前に生成された信号と前記撮影後に生成された信号と
の差が第１の閾値以上のときは、前記出力された映像にボケが発生したと判断し、
　さらに、前記判断ステップでは、前記信号の差が前記第１の閾値より大きい第２の閾値
以上のときは、ＡＦロック機能が使用されたと判断することを特徴とするプログラム。
【請求項９】
　請求項８記載のプログラムを格納することを特徴とするコンピュータ読取り可能な記憶
媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置及び撮像方法並びにプログラム及び記憶媒体に関し、特に自動焦点
調整機能を有する撮像装置及び撮像方法並びにプログラム及び記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　撮像装置としてのデジタルカメラは、近年急速に普及しており、その多くは、形状及び
技術仕様等に関わらず自動焦点調整機能（以下「ＡＦ機能」という）を有している。上記
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デジタルカメラは、シャッターが半押しされると、スキャン方式により、フォーカスレン
ズの駆動範囲全域に亙り、ＣＣＤ等の撮像素子の撮像信号から抽出された高周波成分に基
づいてＡＦ評価値を算出した後、ＡＦ評価値が最も高くなる位置へフォーカスレンズを駆
動して固定し、続いてシャッターが深押しされると、ＡＦ評価値が高い状態で撮影を行う
ことができる。これにより、上記デジタルカメラの撮影者は熟練したカメラワークを要せ
ず、焦点の合った写真を容易に撮影することができる。
【０００３】
　上記デジタルカメラは、ＡＦ機能を有してはいるが、手ブレによるカメラ全体の動き（
以下、単に「ブレ」という）の影響により記録された画像に焦点のずれ（以下、単に「ボ
ケ」という）が現れることも少なく、撮影に失敗して撮影画像にボケが生じたと判断され
るときに、ブレの警告案内を撮影者に対して行うものもある（例えば、特許文献１参照）
。
【０００４】
　さらに、上記デジタルカメラは、ブレの影響を抑制するために手ぶれ防振機能を具備し
たものもあり、これは、ブレを検出する検出系と、検出されたブレに従ってブレを相殺す
るように所定の補正を行う補正系とを備える。検出系は、ジャイロセンサ等の速度センサ
によってブレを検出するものと、画像の動きベクトル等から画像処理によってブレを検出
するものとがある。また、補正系は、ＣＣＤ又はフィルム等に入る光をフォーカスレンズ
ユニットの移動によって光学的に補正するものと、撮影画像データを画像処理により電気
的に補正するものとがあり、これらの組合せによりさまざまな補正形態が考案されている
（例えば、特許文献２参照）。
【特許文献１】特開平１１－３２７０２４号公報
【特許文献２】特開平６－９８２４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来のデジタルカメラは、ブレを検出するためにジャイロセンサのよう
な速度センサ等の外部センサを利用するので、デジタルカメラを小型化することができな
い。
【０００６】
　本発明の目的は、外部センサを用いずに撮影画像のボケを検出することができ且つ小型
化することができる撮像装置及び撮像方法並びにプログラム及び記憶媒体を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、請求項１記載の撮像装置は、被写体の映像を出力する撮像
手段と、前記出力を記録メディアに記録する撮影の前と当該撮影の後で夫々前記出力され
た映像の合焦度を示す信号を生成する生成手段と、前記出力を記録メディアに記録する撮
影の前に生成された信号と前記出力を記録メディアに記録する撮影の後に生成された信号
とを比較する比較手段と、前記比較手段による比較結果に基づいて記録メディアに記録す
る映像にボケが発生したか否かを判断する判断手段とを備え、前記判断手段は、前記撮影
前に生成された信号と前記撮影後に生成された信号との差が第１の閾値以上のときは、前
記出力された映像にボケが発生したと判断し、前記信号の差が前記第１の閾値より大きい
第２の閾値以上のときは、ＡＦロック機能が使用されたと判断することを特徴とする。
　請求項２記載の撮像装置は、請求項１記載の撮像装置において、前記第１の閾値は、前
記出力された映像にボケが発生する信号の差の下限値であり、前記第２の閾値は、前記Ａ
Ｆロック機能が使用されたときの信号の差の下限値であり、夫々予め設定可能であること
を特徴とする。
　請求項３記載の撮像装置は、請求項１又は２記載の撮像装置において、前記出力された
映像を表示すると共に前記判断手段の判断結果を表示する表示手段をさらに備えることを
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特徴とする。
　請求項４記載の撮像装置は、請求項３記載の撮像装置において、前記表示手段は、前記
信号の差が前記第１の閾値以上のときは、「ＮＧ」の文字を表示し、前記信号の差が前記
第１の閾値以下のとき、又は前記信号の差が前記第１の閾値より大きい前記第２の閾値以
上のときは、「ＯＫ」の文字を表示することを特徴とする。
　請求項５記載の撮像装置は、請求項３又は４に記載の撮像装置において、前記表示手段
は、前記判断結果を数値化して、インジケータとして表示することを特徴とする。
　請求項６記載の撮像装置は、請求項３乃至５のいずれか１項に記載の撮像装置において
、前記表示手段は、前記出力された映像が記録メディアに記録される前に前記判断結果を
表示することを特徴とする。
　上記目的を達成するために、請求項７記載の撮像方法は、被写体の映像を出力する撮像
手段を備える撮像装置で撮像するための撮像方法において、前記出力を記録メディアに記
録する撮影の前と当該撮影の後で夫々前記出力された映像の合焦度を示す信号を生成する
生成ステップと、前記出力を記録メディアに記録する撮影の前に生成された信号と前記出
力を記録メディアに記録する撮影の後に生成された信号とを比較する比較ステップと、前
記比較ステップによる比較結果に基づいて記録メディアに記録する映像にボケが発生した
か否かを判断する判断ステップとを備え、前記判断ステップでは、前記撮影前に生成され
た信号と前記撮影後に生成された信号との差が第１の閾値以上のときは、前記出力された
映像にボケが発生したと判断し、さらに、前記判断ステップでは、前記信号の差が前記第
１の閾値より大きい第２の閾値以上のときは、ＡＦロック機能が使用されたと判断するこ
とを特徴とする。
　上記目的を達成するために、請求項８記載のプログラムは、被写体の映像を出力する撮
像手段を備える撮像装置に撮像方法を実行させるプログラムであって、前記撮像方法は、
前記出力を記録メディアに記録する撮影の前と当該撮影の後で夫々前記出力された映像の
合焦度を示す信号を生成する生成ステップと、前記出力を記録メディアに記録する撮影の
前に生成された信号と前記出力を記録メディアに記録する撮影の後に生成された信号とを
比較する比較ステップと、前記比較ステップによる比較結果に基づいて記録メディアに記
録する映像にボケが発生したか否かを判断する判断ステップとを備え、前記判断ステップ
では、前記撮影前に生成された信号と前記撮影後に生成された信号との差が第１の閾値以
上のときは、前記出力された映像にボケが発生したと判断し、さらに、前記判断ステップ
では、前記信号の差が前記第１の閾値より大きい第２の閾値以上のときは、ＡＦロック機
能が使用されたと判断することを特徴とする。
　上記目的を達成するために、請求項９記載の記憶媒体は、請求項８記載のプログラムを
格納することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２１】
　請求項１記載の撮像装置、請求項７記載の撮像方法、請求項８記載のプログラム及び請
求項９記載の記憶媒体によれば、撮影の前に生成された信号と撮影の後に生成された信号
とを比較し、記録メディアに記録する映像にボケが発生したか否かを判断するので、外部
センサを用いずに撮影画像のボケを検出することができ小型化することができる。さらに
、撮影前に生成された信号と撮影後に生成された信号との差が第１の閾値以上のときは、
出力された映像にブレ又はボケが発生したと判断し、信号の差が第１の閾値より大きい第
２の閾値以上のときは、ＡＦロック機能が使用されたと判断するので、外部センサを用い
ずに撮影画像のボケを確実に検出することができる。
　請求項２記載の撮像装置によれば、第１の閾値及び第２の閾値は夫々予め設定可能であ
るので、撮影状況に応じてボケが発生したか否かの判断を柔軟に行うことができる。
　請求項３記載の撮像装置によれば、出力された映像を表示すると共に判断結果を表示す
るので、撮影者に判断結果を伝えることができる。
　請求項４記載の撮像装置によれば、信号の差が第１の閾値以上のときは、「ＮＧ」の文
字を表示し、信号の差が第１の閾値以下のとき、又は信号の差が第１の閾値より大きい第
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２の閾値以上のときは「ＯＫ」の文字を表示するので、撮影者に判断結果を正確に伝える
ことができる。
　請求項５記載の撮像装置によれば、判断結果を数値化して、インジケータとして表示す
るので、撮影者に判断結果を分かり易く伝えることができる。　
　請求項６記載の撮像装置によれば、出力された映像が記録メディアに記録される前に判
断結果を表示するので、撮影者に出力された映像を記録メディアに記録させるか否かの判
断をさせるのに必要な情報を与えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下、本発明の実施の形態を図面を用いて詳述する。
【００３０】
　図１は、本発明の実施の形態に係るデジタルカメラの構成を概略的に示すブロック図で
ある。
【００３１】
　図１のデジタルカメラ１００は、フォーカスレンズ１０１と、フォーカスレンズ駆動モ
ータ（以下「ＦＭ」という）１０７と、被写体からの光をフォーカスレンズ１０１を介し
て受光して撮像信号を出力する撮像素子１０２（撮像手段）とを備える。また、デジタル
カメラ１００は、撮像素子１０２に接続された撮像信号処理回路１０３と、撮像信号処理
回路１０３に接続されたＡＦ評価値算出回路１０４と、フォーカスレンズ１０１を駆動す
るＦＭ１０７に接続されたフォーカス制御回路１０８と、比較処理回路１０９と、画像処
理回路画像処理回路１１０と、プログラムを格納しているフラッシュメモリ１１２と、フ
ラッシュメモリ１１２が格納しているプログラムの一部がロードされるＲＡＭ１１１と、
各構成要素を制御すると共にプログラムを実行するＣＰＵ１０６と、撮影画像を表示する
モニタディスプレイ１１３と、各種操作が入力される操作スイッチ群１１４と、撮影画像
を保存する画像記録用メディア１１５と、電源管理回路１１６とを備え、これらは夫々バ
ス１０５を介して接続されている。また、デジタルカメラ１００は、電源管理回路１１６
に接続された電源１１７を有する。
【００３２】
　フォーカスレンズ１０１は、被写体からの光を撮像素子１０２に結像し、撮像素子１０
２は、結像された光を光電変換によって撮像信号に変換すると共にこの撮像信号を撮像信
号処理回路１０３に送出し、撮像信号処理回路１０３は、受信した撮像信号を最適なレベ
ルに増幅した後信号処理を行い、モニタディスプレイ１１３、画像処理回路１１０及びＡ
Ｆ評価値算出回路１０４に送出する。
【００３３】
　モニタディスプレイ１１３は、受信した撮像信号に基づいて映像を表示し、画像処理回
路１１０は、受信した撮像信号を予め設定された画像サイズ／圧縮率のＪＰＥＧ画像に変
換すると共にこの画像を画像記録用メディア１１５に送出し、撮影画像として記録させる
。
【００３４】
　一方、ＡＦ評価値算出回路１０４は、受信した撮像信号にノイズ対策としての積分処理
を施した後バンドパスフィルタ等の処理によって映像の鮮鋭度と見なすことのできる高周
波成分を抽出し、これに基づいてＡＦ評価値を算出し、フォーカス制御回路１０８、ＲＡ
Ｍ１１１及び比較処理回路１０９に出力する。
【００３５】
　フォーカス制御回路１０８は、上記出力されたＡＦ評価値に基づき、フォーカスレンズ
駆動モータ１０７に制御信号を送出し、ＲＡＭ１１１は上記ＡＦ評価値を保存し、比較処
理回路１０９は、上記出力されたＡＦ評価値と上記保存されているＡＦ評価値との比較又
は保存されているＡＦ評価値どうしの比較を行う。
【００３６】
　図１のデジタルカメラ１００のＡＦ機能は、スキャン方式を採用している。これは、シ
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ャッターが半押しされると、焦点距離が至近から無限遠となる範囲内でフォーカスレンズ
１０１を駆動させながらＡＦ評価値を算出し、ＡＦ評価値が最大値Ｐ１（図２）となるフ
ォーカスレンズ位置Ｘ１を得て、フォーカスレンズ１０１をフォーカスレンズ位置Ｘ１へ
駆動して固定し、続いてシャッターが深押しされると、ＡＦ評価値が高い状態で撮影を行
うものである。
【００３７】
　図３は、図１のデジタルカメラによって実行される撮影処理を示すフローチャートであ
る。
【００３８】
　本処理は、図１のデジタルカメラ１００のＣＰＵ１０６によって実行される。
【００３９】
　図３において、デジタルカメラ１００の電源がＯＮにされると（ステップＳ３０１でＹ
ＥＳ）、ＲＡＭ１１１よりプログラムを読み込み、待機状態となる（ステップＳ３０２）
。
【００４０】
　次に、シャッターが半押しされると（ステップＳ３０３でＹＥＳ）、フォーカスレンズ
１０１の駆動範囲全域に亙ってＡＦ評価値を算出し（ステップＳ３０４）（生成手段）、
得られたＡＦ評価値のピーク値Ｐ１とそのときの位置Ｘ１とを検出すると共にピーク値Ｐ
１をＲＡＭ１１１に保存し（ステップＳ３０５）、位置Ｘ１へフォーカスレンズ１０１を
駆動する（ステップＳ３０６）。これにより、ＡＦ評価値の最も高い位置での撮影を行う
準備が整う。
【００４１】
　続くステップＳ３０７では、シャッターが深押しされるか否かを判別し、シャッターが
深押しされたときは、所定のシャッター動作によって撮像素子１０２を露光し撮影を行い
（ステップＳ３０８）、再度ＡＦ評価値Ｐ２を算出し（ステップＳ３０９）、ＲＡＭ１１
１に保存されたＡＦ評価値Ｐ１とＰ２との差の絶対値｜Ｐ１－Ｐ２｜を求め（ステップＳ
３１０）（比較手段）、｜Ｐ１－Ｐ２｜が所定の閾値Ａ（第１の閾値）より小さいか否か
を判別する（ステップＳ３１１）（判断手段）。この閾値Ａは、後述する図４（ａ）に示
すように、撮影画像のボケの程度が許容範囲内であるか否かを判別するための閾値であっ
て、繰り返しの実験によって経験的に得られたものであり、所定の範囲内で変更されても
よい。
【００４２】
　ステップＳ３１１の判別の結果、｜Ｐ１－Ｐ２｜が閾値Ａより小さいときは、撮影画像
を所定又はユーザ設定に基づいたＪＰＥＧ画像圧縮し（ステップＳ３１２）、上記画像を
画像記録用メディア１１５に保存し（ステップＳ３１３）、本処理を終了する。
【００４３】
　ステップＳ３１１の判別の結果、｜Ｐ１－Ｐ２｜が閾値Ａより大きいときは、｜Ｐ１－
Ｐ２｜が所定の閾値Ｂ（第２の閾値）より小さいか否かを判別する（ステップＳ３１４）
。この閾値Ｂは、後述する図４（ａ）に示すように、Ａよりも大きい値であり、撮影者が
シャッターを半押しした状態でフォーカスレンズ１０１を固定させたまま画角を変更した
後にシャッターを深押しして撮影を行うＡＦロック機能が積極的に使用されたのか否かを
判断するための閾値であって、繰り返しの実験によって経験的に得られたものであり、所
定の範囲内で変更されてもよい。
【００４４】
　ステップＳ３１４の判別の結果、｜Ｐ１－Ｐ２｜が閾値Ｂより小さいときは、閾値Ａ，
Ｂと｜Ｐ１－Ｐ２｜の関係を示す後述する図４（ｂ）のインジケータをモニタディスプレ
イ１１３に表示し（ステップＳ３１５）（表示手段）、撮り直しの警告を出すと共に撮り
直し指示が入力されるか否かを判別し（ステップＳ３１６）、撮り直し指示が入力された
ときは、ステップＳ３０３以降の処理を繰り返して、撮り直し指示が入力されないときは
、ステップＳ３１２以降の処理を実行して、撮影画像データを圧縮して画像記録用メディ
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ア１１５に保存して、本処理を終了する。
【００４５】
　ステップＳ３１４の判別の結果、｜Ｐ１－Ｐ２｜が閾値Ｂより大きいときは、撮影者が
積極的にＡＦロック機能を用いたことが原因でスキャン時及び撮影時におけるＡＦ評価値
Ｐ１，Ｐ２が大幅にずれたのであってボケが原因でＰ１，Ｐ２がずれたのではないと判断
して、撮り直しの警告を出すことなく、ステップＳ３１２以降の処理を実行し、撮影画像
データを圧縮して画像記録用メディア１１５に保存して、本処理を終了する。
【００４６】
　ステップＳ３０７の判別の結果、シャッターが深押しされないときは、再度シャッター
が半押しされたか否かを判別し（ステップＳ３１７）、再度シャッターが半押しされたと
きはステップＳ３０４以降の処理を繰り返し、再度シャッターが半押しされないときは、
シャッターが深押しされるのを待って（ステップＳ３０７でＹＥＳ）ステップＳ３０８以
降の処理に進む。
【００４７】
　図３の処理によれば、｜Ｐ１－Ｐ２｜が閾値Ａより大きく（ステップＳ３１１でＮＯ）
、｜Ｐ１－Ｐ２｜が閾値Ｂより小さいときは（ステップＳ３１４でＹＥＳ）、閾値Ａ，Ｂ
と｜Ｐ１－Ｐ２｜の関係を示すインジケータをモニタディスプレイ１１３に表示する（ス
テップＳ３１５）ので、外部センサを用いずに撮影画像のボケを検出し撮影者にボケの程
度を伝えることができる。
【００４８】
　図４（ａ）は、モニタディスプレイ１１３に表示されるインジケータを説明するのに用
いられる図であり、図４（ｂ）は、図３のステップＳ３１１，Ｓ３１４で表示されるイン
ジケータの表示例を説明するのに用いられる図である。
【００４９】
　図４（ａ）において、０～Ａの範囲にはＯＫと表示されており、ボケの程度が許容範囲
内であり、Ａ～Ｂの範囲にはＮＧと表示されており、ボケの程度が許容範囲外であり、Ｂ
以上の範囲にはＯＫと表示されており、ＡＦロック機能が使用されたものだと考えられる
範囲である。
【００５０】
　図４（ｂ）において、矢印は算出された｜Ｐ１－Ｐ２｜を指し示している。本表示例で
は｜Ｐ１－Ｐ２｜がＡ～Ｂの範囲にあるので、ボケの程度が許容範囲外であり、ＡＦロッ
ク機能は用いられていないことが分かる。
【００５１】
　図４（ｂ）の表示例によれば、ディスプレイ１１３上に｜Ｐ１－Ｐ２｜と閾値Ａ及び閾
値Ｂとの関係がインジケータとして表示されるので、撮影者は、撮影の失敗の可能性を知
ることができ、撮影のやり直し等の判断を行い易く、デジタルカメラ１００の利便性を向
上させることができる。
【００５２】
　なお、本実施の形態では、図３にあるように、シャッター深押し（撮影）後に、比較結
果表示するとともに取り直し指示をし、記録媒体へ保存するシーケンスで説明した。これ
は、圧縮や保存といったステップが必要ないためである。一方、並行して判定と圧縮制御
ができる場合には、シャッター深押し（撮影）の際に記録媒体へ保存し、当該保存後に、
比較結果表示するとともに取り直し指示をするシーケンスでもよい。
【００５３】
　また、本発明の目的は、上記実施の形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコ
ードを記録した記憶媒体（又は記録媒体）を、システム又は装置に供給し、そのシステム
或いは装置のコンピュータ（又はＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコ
ードを読み出し実行することによっても、達成されることは言うまでもない。
【００５４】
　この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能
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とになる。
【００５５】
　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した実
施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュ
ータ上で稼働しているオペレーティングシステム(ＯＳ)などが実際の処理の一部または全
部を行い、その処理によって前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは
言うまでもない。
【００５６】
　さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機
能拡張カードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれ
た後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張カードや機能拡張ユニットに
備わるＣＰＵなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施
形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【００５７】
　また、上記プログラムは、上述した実施の形態の機能をコンピュータで実現することが
できればよく、その形態は、オブジェクトコード、インタプリタにより実行されるプログ
ラム、ＯＳに供給されるスクリプトデータ等の形態を有するものでもよい。
【００５８】
　プログラムを供給する記録媒体としては、例えば、ＲＡＭ、ＮＶ－ＲＡＭ、フロッピー
（登録商標）ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＭＯ、ＣＤ－Ｒ、
ＣＤ－ＲＷ、ＤＶＤ（ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＤＶＤ－ＲＷ、ＤＶＤ＋ＲＷ）
、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、他のＲＯＭ等の上記プログラムを記憶できるも
のであればよい。或いは、上記プログラムは、インターネット、商用ネットワーク、若し
くはローカルエリアネットワーク等に接続される不図示の他のコンピュータやデータベー
ス等からダウンロードすることにより供給される。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明の実施の形態に係るデジタルカメラの構成を概略的に示すブロック図であ
る。
【図２】図１のフォーカスレンズの位置とＡＦ評価値算出回路によって算出されるＡＦ評
価値との関係を示すグラフである。
【図３】図１のデジタルカメラによって実行される撮影処理を示すフローチャートである
。
【図４】（ａ）は、モニタディスプレイに表示されるインジケータを説明するのに用いら
れる図であり、（ｂ）は、図３のステップＳ３１１，Ｓ３１４で表示されるインジケータ
の表示例を説明するのに用いられる図である。
【符号の説明】
【００６０】
１００　デジタルカメラ
１０１　フォーカスレンズ
１０２　撮像素子
１０４　ＡＦ評価値算出回路
１０６　ＣＰＵ
１０７　フォーカスレンズ駆動モータ（ＦＭ）
１０８　フォーカス制御回路
１０９　比較処理回路
１１３　モニタディスプレイ
１１５　画像記録用メディア
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